
－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。
この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや
不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、
プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また
、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような
違いには、多数の要素が原因となり得ます。
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２００７年度連結決算のポイント

売上高１８％増、営業利益２０％増で過去 高を更
新

主力の精密小型モータ事業は、売上高、営業利益と
もに２０％超となる大幅な増収増益

成長著しい中型モータ事業は、売上高が約７割増、営
業利益は約５倍と貢献

外貨建て売掛金及び保有資産評価による為替差損
の発生（約１４１億円）により税引前利益は微減も当
期純利益は増益

期末配当金は３０円（一株当り）で、年間配当金は前
年比１０円増配の５５円、連結配当性向は１９．４％
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事業区分別売上構成
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9.9%
(13.2%)
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(23.0%)

精密小型モータ精密精密小型小型モータモータ

その他ＤＣモータ
光ディスク装置用、
ＯＡ機器用、
ポリゴンレーザスキャナ用、
その他ブラシレスＤＣモータ

自動車用、家電用、産業用

ダイボンダ、基板検査装置、

高速プレス機器、チップ実装機、
計測機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー、産業用ロボット

カメラシャッタ、レンズユニット、

エンコーダ、スイッチ、
トリマポテンショメータ、
モータ駆動ユニット、
光ピックアップユニット、
部品加工、樹脂成型品

ファンモータ
ＭＰＵクーリング向け、
ゲーム機、
ＰＣ・通信機器用、
家電用、自動車用

その他小型モータ
携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ

ＨＤＤモータ

モータモータモータ

3.7%
(4.2%)

自動車部品、

ピボットアッセンブリ、
物流・サービス他、
オルゴール関連商品

中型モータ中型中型モータモータ

機器装置機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他

7,421億円

(   )内のパーセントは昨年度の構成比率
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連結決算業績

-2.3%

-15.1%

114.28円

100.19円

117.02円

118.05円

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

400.17+2.9%284.00276.03一株利益（円）

580+3.1%412399当期利益

900-4.4%627656税引前利益

11.3％10.4%10.2%利益率

900+20.0%768640営業利益

8,000+17.9%7,4216,297売上高

０８年度

通期見込
前年比０７年度０６年度（億円）

※為替変動による影響額（前年比）：約-159億円

※
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04年度 05年度 06年度 07年度 08年度

売上高の推移

（億円）

（見込）

（+17.9%）
（+7.8%）

日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞｱﾝﾄﾞｱｸﾁｭ
ｴｰﾀｰｽﾞ（NMA）・日本電産ブ
リリアント・日本サーボによる
効果分671億円（10.7%）

(   )内は前年比伸び率
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営業利益の推移
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税引前利益の推移
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（+43.6%）

（-4.4%）

為替変動による差損

約141億円を計上

7

当期利益の推移
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事業区分別業績 （１）
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事業区分別業績 （２）
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四半期別の業績推移
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連結キャッシュフロー推移
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設備投資、減価償却費、研究開発費
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11.3％11.8％10.7％利益率

100.00

179.39

260

400

400

3,750

上期

580320当期利益

900500税引前利益

100.00100.00為替レート（円/USD）

400.17220.78一株利益（円）

900500営業利益

8,0004,250売上高

通期下期（単位：億円）

業績見通し
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配当金の推移
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※2005年11月に1対2の株式分割を実施しており、2005年度中間以前の数字は分割後の株数
ベースで遡及修正しています。

（円／株） （円）
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上場グループ企業の業績見込み

2,0001,654-1,4512,7002,053-56036,00035,04632,177  日本サーボ

連結当期利益連結営業利益連結売上高
（百万円）

309,400

10,000

33,400

27,000

90,000

113,000

08年度
見込

301,075

8,992

33,880

26,213

87,957

108,987

07年度
実績

286,722

7,716

26,759

23,430

84,012

112,628

06年度
実績

18,60016,98517,54029,90027,32321,537
上場６社

合計

1,2501,1169382,0001,8031,549
日本電産

リード

2,6002,5472,2804,5004,3063,473
日本電産
コパル電子

1,4001,6341,1822,5002,1741,809
日本電産
トーソク

5,3504,9934,3048,2007,4435,827
日本電産

コパル

6,0005,04110,28710,0009,5449,439
日本電産
サンキョー

08年度
見込

07年度
実績

06年度
実績

08年度
見込

07年度
実績

06年度
実績

※日本サーボの06年実績は、日本電産グループ入り以前の数値。

※上記は国内会計基準に基づいて発表された業績数値です。
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事業区分別の状況

精密小型モータ

ＨＤＤモータ

その他ＤＣモータ

ファンモータ

中型モータ

機器装置

電子･光学部品

その他
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ＨＤＤモータ：２００７年度実績
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売上高（左軸） 出荷数量指数（右軸）

ＨＤＤモータは売上高・数量ともに２桁成長を達成
売上高は前年同期比13％増、数量は同16％増
ドルベースでの販売価格は、ほぼ横ばいに推移

（億円） （05年度＝100）
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ＨＤＤモータ：今後の戦略①

＜インチ別、HDD出荷予想＞（百万台）

08年も旺盛な需要、圧倒的シェアで業界をリード08年も旺盛な需要、圧倒的シェアで業界をリード

BRICS諸国のPC需要増が引
き続きHDD市場拡大を牽引

デジタルコンテンツの急成長
がHDD需要を底上げ

垂直磁気記録方式の本格
化でHDDの高容量化は加速

(Source: TSR, 2008/4)
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＜世界のHDD容量需要トレンド＞
（出荷ベース）

（百万TB）

０４年 ０５年 ０８年
（予）

０７年０６年

（Source: TSR）
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ＨＤＤモータ：今後の戦略②

部品内製化と投資効率向上による大幅な収益改善部品内製化と投資効率向上による大幅な収益改善

日本電産（浙江）有限公司加工棟

（０７年１２月より本格稼動）

長野技術開発センター新社屋
（０９年４月完成予定）

ベースプレートを中心に部品内製
化を強力推進

既存設備の徹底活用による増産
対応

SPM事業戦略室を新設し、事業
高収益化を組織的にリード

営業
開発

生産

SPM事業戦略室

顧客満足度
共通化・効率化

技術優位性

タイ日本電産精密

（０７年１０月より本格稼動）

ベースプレート
ブラケット

トップカバー
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その他ＤＣモータ：２００７年度実績
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売上高（日本電産、左軸） 売上高（グループ会社、左軸）

出荷数量指数（日本電産、右軸）

（億円） （05年度＝100）

過去 高の売上実績、出荷数量を達成
前年同期比約２４％増収、新規連結会社が大きく寄与
光ディスク用は更にシェア増、数量で前年同期比２割増
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Slimタイプ HHタイプ

その他ＤＣモータ：今後の戦略

光ディスク用スリムタイプ等の拡大による収益 大化光ディスク用スリムタイプ等の拡大による収益 大化

ノート型PCの高成長を背景に
ODD需要は旺盛

アジア３工場の特性を活用した
適生産体制で更なる収益改

善を実現

＜ODDモータ市場推移＞

日本電産（大連）有限公司 日本電産（東莞）有限公司 ベトナム日本電産

ODD用スリム型 ODD用ハーフハイト型

高付加価値品受注も拡大中

プリンター

（Source: TSR）

（百万台）

小型・高出力
OAモータ 従来品

ブルーレイ
ディスクドライブ

調芯機構付
ODDモータ
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ファンモータ：２００７年度実績

（05年度＝100）
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（億円）

過去 高の売上実績、出荷数量を達成
前年同期比約２０％増収、新規連結会社が寄与
日本電産のファンは高付加価値品へシフト
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ファンモータ：今後の戦略

新市場の開拓と高付加価値市場でのシェアアップ新市場の開拓と高付加価値市場でのシェアアップ

新標準ファン に
より新市場開拓を促進

ノートPC市場へ本格参入

サーバー、通信市場でのシェ
ア拡大

＜ファンモータの売上高推移＞

シリーズ ノートPC市場
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サーバー・通信市場

ブレードサーバー

ファン・トレー

高風量型ファン

通信機器
大型高信頼性

ファン

モータライズド・
インペラ・ファンブロアー
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中型モータ：２００７年度実績
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営業利益（右軸）

売上高は約７割増、営業利益は約５倍で過去 高
売上は、NMAの連結通年算入効果や６割増のEPS用モータ
増益は、家電用モータ収益改善とEPS用モータの販売増

売
上
高

６６６６
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中型モータ：今後の戦略①

車載用ブラシレスモータ

電動パワステ用モータの受注は
本格拡大ステージへ

CO2削減型やバイオ燃料対応
型など足回り系ブラシレスモータ
への引合いが殺到 ガソリン制御 油圧・電動ハイブリッド 燃料電池車

滋賀技術開発センター新社屋
（09年8月完成予定）

日本電産自動車モータ（浙江）
有限公司

地球環境問題の高まりがブラシレスモータ採用を急加速地球環境問題の高まりがブラシレスモータ採用を急加速

07年度 08年度 09年度 10年度 12年度11年度

＜EPS用モータ受注台数イメージ＞

純電動型

電動油圧制御型

2012年
キャパ3倍計画

開発リソース
の強化

ウォータポンプ用

オイルポンプ用
ツインクラッチ用モータ

後輪操舵装置用
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中型モータ：今後の戦略②

NMAはグローバル生産システム
の本格整備へ

ポーランド新工場着工

大連工場での量産を開始

家電・産業用モータは更に拡大

空調市場のグローバルマーケット
拡大に対応

白物家電・電動工具の高機能化
による新モータ需要増大に対応

NMAポーランド新工場
（08年11月稼動予定）

日本電産大連有限公司
第２工場の製造ﾗｲﾝ

NMAは攻めに、家電・産業用モータは拡大と収益性を両立NMAは攻めに、家電・産業用モータは拡大と収益性を両立

エンジン冷却用

座席シート用 ABS用

＜生産計画＞

07年度 09年度

倍増

エアコン用モータ

電動工具

洗濯機用モータ
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機器装置：２００７年度実績
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05年度 06年度 07年度

0
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200

日本電産サンキョー 日本電産シンポ＆リード 日本電産キョーリ

日本電産コパル 日本電産トーソク その他

営業利益（右軸）

（億円）（億円）

液晶基板搬送用ロボットの需要が低迷
日本電産サンキョー、コパル、キョーリの設備関連が減収
日本電産シンポ、リード、トーソクは好調を維持

売
上
高
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機器装置：今後の戦略

ロボット分野での売上増と
原価低減で収益に貢献

液晶ガラス基板搬送用は韓
国・台湾市場に重点注力

半導体ウェハ用・太陽パネル
用など新市場にも展開

カードリーダーは３新で開拓

FA用途は受注拡大を更に
強化

変減速機は高性能で競合を
圧倒

検査治具等、新規分野拡販

８G液晶基板搬送用ロボット 半導体ウェハ搬送用ロボット

減速機カードリーダー

光学式外観検査装置 高密度４端子治具
29

電子・光学部品：２００７年度実績

1,288
1,447

1,593

97
81

130

0

400

800

1,200

1,600

05年度 06年度 07年度

0

40

80

120

160

日本電産サンキョー 日本電産コパル 日本電産コパル電子

その他 営業利益（右軸）

（億円）（億円）

過去 高の売上実績、営業利益は６割強の大幅増益
デジカメ・携帯電話による旺盛な需要が光学部品を牽引
日本電産コパル電子のアクチュエータやスイッチも好調

売
上
高
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その他：２００７年度実績
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日本電産トーソク 日本電産ほか 営業利益（右軸）

売上高は前期比微増もピボットアセンブリで減収
日本電産トーソクの自動車部品は２桁増収を達成

売
上
高

（億円） （億円）
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電子・光学部品、その他：今後の戦略

成長する携帯電話カメラ市場
で技術差別化を梃子に圧倒
的な高シェアを獲得

携帯電話カメラ用のシャッター
は更なる拡大へ

レンズアクチュエーターも増収ト
レンド

スイッチ事業は拡大期へ
フジソクは本格的収益貢献へ

自動車部品事業の収益改善
を加速

主力のCVT用コントロールバル
ブを軸にベトナム生産を拡大

HDDピボットアセンブリの更な
る収益貢献

シンガポールでのピボット生産
を強化

電子･光学部品 その他

携帯電話カメラ用シャッター 産業用スイッチ CVT用コントロールバルブ HDDピボットアッセンブリ
32



中期事業展望
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中期経営目標
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02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年度

0
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連結売上高（左軸） 車載モータ売上高 連結営業利益（右軸）

売
上
高

営
業
利
益

（億円） （億円）

２０１０年度
売上高１兆円

２００８年度
営業利益１，０００億円

２０１２年度
車載モータ３，５００億円

新規M&A
約1,500億円

を含む

（予想） （予想） （予想） （予想）（予想）

車載モータ
売上高
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（機器装置＋電子光学部品＋その他）

売
上
高
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Trillion企業に向けた体制作り

全グループ企業で執行役員制度を導入

変化する経営環境に対し、瞬時に対応できる体制

コンプライアンス 重視姿勢（法的責任と業績責任の分離）

企業の社会的責任（CSR）重視経営

雇用創出こそが 大の社会貢献、Growthが真髄

世の中になくてはならぬ製品を供給し続ける

経営幹部の強化、育成

即戦力は外部からプロ経営者を投入

実力ある若手を重要ポストに積極登用、現場で育成
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お問い合わせ先

日本電産株式会社 ＩＲ部

<TEL> 075-935-6140
<E-mail> ir@jp.nidec.com
http://www.nidec.co.jp/
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